
世界遺産協議会ニュース第２号発行日平成１４年５月１７日

１ 馬越峠入り口周辺にアジサイが植樹される
  植栽や清掃活動などを行っているボランティアグループのア・ピ

ース・オブ・コスモス（代表  中村レイさん）主催によるあじさい
の植樹活動が２月２３日（土）海山町の馬越峠入り口付近でありま

した。この活動は、国道４２号を通るドライバーや熊野古道を訪れ

る人々にアジサイの花が咲いている美しい沿道景観でこころに潤い

を持ってもらうことを目指した『花を咲かそう夢街道２１』の一環

です。地域の中高生・ボランティア団体など４５人が道の駅海山に

集まり、アジサイを一本一本丁寧に植えていきました。植栽後は、

グループによる地域の食べ物のもてなしもあり、今後の施肥、剪定、

草刈清掃などを話し合いました。

２  「ＮＰＯ法人紀北くまの道」
 川端  守さんを代表とする「紀北くまの道」は、２月２７日にＮＰＯ法人の設立総会を行い、３月上旬にＮＰＯ法
人の申請を行いました。この法人は、熊野古道の保存・保全及び古道を利用した地域住民活動の支援を行っていき

ます。順調にいけば６月上旬にはＮＰＯ法人として認められる予定です。こうしたことを目的とした法人は県内で

は初めてとなります。

  「紀北くまの道」では、熊野古道の世界遺産登録に向けてさまざまな取り組みを予定しており、現在、会員を募
っています。年会費は１，０００円です。当協議会もこうした活動を行っている方々とともに、熊野古道の維持、

情報発信、世界遺産登録への取り組みを行っていきたいと考えています。

  入会等の申し込み先は、０５９７２－３－３４１０  担当  中野まで
  

４  新しい旅の創造「遊歩百選」に熊野古道伊勢路を投票しよう！！
  読売新聞大阪本社は、全国の市町村に「遊歩」の名所を求め、お国自慢の遊歩エリアの推薦を依頼したところ、
５８８市町村と１４団体から８０４エリアの推薦がありました。この中から「行ってみたい、歩いてみたい場所」

を基準に２００エリアを選びました。その中に「熊野古道伊勢路」が入っています。熊野古道は伊勢路だけではな

く中辺路・小辺路等４ヶ所。三重県では熊野古道伊勢路を含めて４ヶ所が候補の中に入っています。

  熊野古道伊勢路が「遊歩百選」に選ばれるように別紙応募用紙によりみんなで投票しましょう。

「世界遺産登録推進室」からのおしらせ

　熊野古道世界遺産登録推進事業は、本年度も引き続き、奈良県、和歌山県の二県および関係９市町村と連携を図
りながら早期登録を目指して事業を推進していきます。平成１４年度の県予算額は、３７，９８５千円です。主な

事業の内容としては、

① 世界遺産登録のためユネスコへ提出する「推薦書」を学術調査委員の指導を受け、三県合同で作成します。

② 歴史の道整備活用推進事業（継続）を国庫補助を受け実施します。

③ 国史跡指定の範囲確定、国史跡指定申請書の作成、古道の地権者把握・同意、地積調書確認、保存管理計画・

整備活用計画の策定、バッファゾーンの確定、古道周辺の環境を保全するための市町村条例の制定などを実施

します。

④ 古道を所有する地権者へ、同意を得るための説明会開催等を行います。

②～④は、主として市町村業務であり、短期間にさまざまな行政行為を完璧に成し遂げる必要があります。このた

め、奈良県・和歌山県・文化庁と連携、調整を図り、市町村に対して補助、助言出来ることは積極的に支援してい

きます。地域の皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三重県教育委員会事務局世界遺産登録推進室）

         （ア ジ サ イ 植 樹）



４ 西国順禮碑・薬力大神碑確認

西国順禮碑

  「西国順禮碑」が旧熊野街道から百数十メートルくらい入ったところで昨年１月に、海山郷土史研究会により確
認されました。この際の報告書は以下のとおりです。

熊野古道探索調査の報告（実施日  ２００１年１月２１日  参加者  植村・野田・山下・浜口・川口・家崎）

  大正５年に完成した旧熊野街道尾鷲隧道の東口から、牛谷を遡ること百数十メートル、小さな谷川に沿った山道
の左斜面に「西国順禮…」と深く彫りつけられた石碑が祀られていることを確認した。

  この石碑は地元猟友会の人が発見したもので、向かって右側面には
「寛延三庚午・・」、左側面には浅い彫りで別紙拓本のような上人名と

４人の戒名らしい名前が刻まれている。寛延三年は１７５０年で、江

戸時代中期後半の熊野街道に関する遺物であることは間違いない。

  現在の「熊野古道」のルートからは３００メートル程西に外れた位
置にあるので、直接的には関わりは考えにくいが、可能性として次ぎ

の３つのケースが考えられる。

  一つは馬越峠付近にあった石碑が、山崩れや洪水によって牛谷を運
ばれ、現在地で拾われて祀られた。

  二つ目は現在地付近が「熊野古道（熊野街道）」の脇街道として使わ
れており、ここで遭難した順礼の供養碑として建てられた。

  三つ目は「熊野古道」以前の熊野街道が、便石山と天狗倉山の間の
鞍部（現在の馬越峠より１２０メートルも低い）を越えるルートとしてあり、石碑のある辺りがそのルートに含ま

れていたというものである。

  我々は拓本をとったあと、牛谷に沿って「熊野古道」や海山町境の尾根に至るルートを探してみたが、それらし
いルートは発見できなかった。

  伊藤良氏は、かつて次のような話を浜口さんにされたそうだ。北川の支流牛谷川を遡ると、金剛寺の全身光林寺
の跡があり、その２００メートル上流に「薬力大神（薬師如来）」を祀った碑がある。そこをさらに遡ると天狗倉山

と便石山の一番低いところに出る。便山宝泉寺の過去帳に、この低い屋根を越えた巡礼の遭難があるから、尾鷲か

ら海山へ行く一つのルートがあったのではないか。

  この話は三つ目の考えにつながるものであるが、宝泉寺には幕末の文化文政以後の記録しかないそうで、この石
碑に直接つながるものは見つかっていない。今後の調査研究を期待したい。

（海山郷土史研究会）

薬力大神碑

  この報告書に登場する「薬力大神」碑についてですが、このたび協議会会長の吉田さんと、紀北県民局企画調整
部で現地に確認に行きました。その結果、下の左の写真のとおり「薬力大神」碑が確認できました。場所は、西国

順禮碑の一つ下の谷にありました。下の右の写真は「薬力大神」碑の近くにあった像です。これは現在調査中です。

下の写真の碑又は像について何か知っている方がいましたら、教えてください。

（こちらの像の名前は不明です）（ 「 薬 力 大 神 」 碑 ）

（ 西 国 順 禮 碑 ）
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新書判「熊野古道」の著者、小山靖憲先生の講演会報告（２月１８日）

  「出雲や丹後にも熊野というところがあり、熊野は「隈」で奥まったところを意味しています。また、参詣道は、
紀伊半島に位置する高野山、熊野三山、それに吉野・大峯に通じる道で、３つとも「野」がついており、「野」は

未開地を意味する語です。」と冒頭から「熊野信仰」の世界に引きずり込まれました。

  これらの霊場を結ぶ参詣道（巡礼路）は、三県にまたがり、
歴史的な古さ、保存性の点、多様性の点からも世界に見劣りし

ない日本一の歴史の道です。

  スペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路に続
き、アジアにおける参詣道が世界遺産に登録される意義はとて

も大きいのです。

  古都鎌倉の寺院・神社、彦根城、平泉の文化遺産、石見銀山
遺跡とともに暫定リストに掲載されており、熊野古道が世界遺

産に登録されるためには、どこに特徴を見出していくかが重要

なポイントです。

  コアゾーン（核心部地域）、バッファゾーン（緩衝地域＝両
側５０メートル）を設定し、周辺環境を保全するための条例整

備が不可欠です。

  熊野古道のうち伊勢路は、石畳が良好に残され、景観と一体となって日本固有の宗教形態のあり方を留めている
このような文化遺産は他には例がみられないと熱っぽくお話されました。

  世界遺産には、「自然遺産」と「文化遺産」がありますが、ユネスコは近年、人間の営みと自然とがつくり上げ
た「文化的景観」を積極的に取り上げる方針を打ち出しています。

  世界遺産として、AUTHENTICITY（真実性）、INTEGRITY(完全性)があり、文化遺産として登録されるには、
人間が自然に働きかけてつくりだした景観であるという真実性が求められます。

  ご講演の中で、信仰にも流行廃りがあり、熊野は、伊勢よりも信仰の歴史が古く、主に平安時代など中世に栄え
た浄土で、現世の救いを求め盛んに参られた地でしたが、江戸時代以降、伊勢信仰などの台頭に押され古びていっ

たということです。

  著書にも書かれていますが、鎌倉時代に北伊勢の武士であった藤原実重の「作善（さぜん）日記」から当時の信
仰の世界がうかがわれます。

  熊野に３０回参詣し、うち１５回は現世安穏にして、熊野権現のご利生にあずかって無事を祈り、後半の１５回
は後生のためにお参りするとその日記に記されており、四日市市の南富田にある善教寺にある阿弥陀如来立像の胎

内から発見されたというお話はとても興味がそそられました。

  最後に先生が、熊野は、「死の国」という暗いイメージで捉える人もいますが、２０年以上にわたって歩いて感
じた印象は、暖かいうえに大変明るく快適な地ですと…。

  「世俗のことを忘れ心身ともリフレッシュできるのが熊野古道」ではないかと思いを新たにするご講演でした。

編集後記
  最初は３ヶ月に１回出そうと思っていた協議会ニュースですが、第１号から早くも４ヶ月。ちょっと遅くなりま
したが第２号がようやく完成しました。賛助会員のほうも前回第１号が出来た時に呼びかけたところ、随分と多く

の新聞に取り上げられ、賛助会員も増えてまいりました。（現在８２名です）まだまだ募集していますのでＰＲの

方よろしくお願いします。

  最近、ツヅラト峠を守る会ではホームページが作成されています。
ＵＲＬは、http://www.ztv.ne.jp/web/kumanokodo/ です。会の活動や最近のお勧め（５月は水蓮の花が咲きました

と宣伝していました。）ぜひ一度覗いてみてください。

  次回は７月に発行予定です。

発行元  世界遺産登録推進紀北地域協議会事務局
〒５１９－３６９５  
尾鷲市坂場西町１－１  三重県紀北県民局企画調整部内  
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